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ょ
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京

せ

し
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机

上

に

：
小

山

君
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『

法
那
勞
働
者
硏
證
ぁ
^

蓋
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續
支
那
硏
究
叢
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-
'
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卷VJ
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舊

册

東
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實
雄
針
ょ
り
公
に
せる
も
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:
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#

る
。

小

山

君

が

：大
花
ー

一

年
義
塾
理

財
科
卒
潔
後

晖
 

r

.
, i

..
R

牝

淸

に

：

渡
4
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ff
i

に

從

事>

る

、.

傍

^

那
事
愦
を
へ 

,

冼
め
、
：雜
-1
:
苦
カ
在
活
に
於
：て
拟̂

<
の
逍
_
を
ふ
許 

.>

^

る

贺

命

識

を

有
^

る
.
こと
は
い

-*
間

-©
ら
«
評
あ 

i

p
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.

る
，
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故,|
:

余
は
新
: #

第
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Q

好
*

物

(£
し

て

之 

を

迎
1
庇

ち

に

之

を

閱

了

し

た

り

。

.
本
書
は
之
を
五
覦
^
分
て
る
が
第
一
：編
勞
働
及
生
計 

第」
j.

韻
勢
働
■
度
は
實
に
全
册
の
一
半
を
占
め
實
に4:

へ

'

‘
雜

ニ

酿
J
'3
ハ

寮
の
眼
目
た
ぅ
o 

:
殊
に
^

«
.«
の
则
體
苦
力
#;
の
組
織 

機
能
等
の
說
明
に
褒&
て
は
本
書
を
！g
sて
他
に
容
易 

R
之
を
求
む
可
か
ら
ず
。
小
山
君
が
序
文
に
於
て

『

就 

4支
？？S

勞
餅
者
ジ
勞
#
生
&
勞
衝
宰
議
等
に
關
す
る
硏 

究
は
大
正|

一
年
八
月
ょ
り
翌
年
四
月
に
至
る
九
筒
月
間 

著
者
自
ら
數
十
名
の
支
那
莕
力.
ょ

り

成

る

一

秫

の

#;
を 

.
統
率
し
一
個
の
苦
力
頭
と
し
て
天
#
老
取
站
構
内
の
苦 

カ
小
顔
に
起
居
し
或
は
鄯
を
代
表
し#;
鍋
苦
力
の
勞
働 

條
件
に
付
歷
傭
者
侧
と
折
術
し
或
は
勞
働
上
の
協
調
又 

は
ず
議
に
除
し
他
都
の
支
对
苦
カ
頭
ど
直
接
交
涉
の
任 

R
當

り

其

.
の

間

實

際

k

經
驗
せ
し
所
に
係
る』

と
.云
へ 

る
は
決
し
て
自
戴
自
賛0
言
に
あ
ら
ず
荷
く
も
支」

® 

に
於
て
事
業
を
試
み̂

X
ば
他
2
I
S那
の
勞
働
激
を
我 

國
X
場
に
使
用
せ
ん
.
Z
ど
を
.思
ふ
も
の
は
先
づ
本
書
の 

前
半
を
熟
饋
す
る
め
必
要
あb

。

:

第1
U

編

は

勞

働

漭

の.

M

內

移

.動
を..說

き

第

四

®

は
國 

#
移

住
^
說

け
5
。
-'
:
.
*蒙

..
0
柘

«

敗
策
は
次
那
政
府
の

最
：も
重
さ
を
®
け
る
處
:^
し
て
第
三
_

の

記

_

は

能

く
 

. 

そ
の
事
.情
を
明
に
せN
V
O勞
働
漭
の
國
^
に
移
住
せる•

'
 

も
の
即
ち
僑H

の
研
究
ぼ
支
那
民
族
の
勢
力
を
知
悉
す

： 

.る
上
に
於
て
必
要
缺
く
可
か
ら
ず
。
本
«
.
は
南
洋
及
後 

印
度
、

.

北
米
合
衆
國
、
南
米
及
猜
印
度
、
‘，英
國
_
民
地：

\

 

大
洋
洲
諸
島
の
數
章C
分
て
之
は
就
て
詳
述
せ
ぅ
。：：
亦

.

\

 

ほ
i
の
問
題
に
就
て
硏
究
せ
ん

>;/ 

S
を
思
ふ
も
の
は
、グ
.
一 

ア
ン
•サ
ン
デ
/

氏
^

1
九
0
九
年
に
公
に
せ
る
0
:̂
丨
ー 

beiezen buiten 

C
l
i
i
n
a

の
如
き
有
益
な
る
參
考
：書
を
手-
.

| 

に
.す
る
こ
と
を
得
可
し,0
5

^
支
那
勞
：働
者
0
_

外
出
一 

稼
の
今
ち
に
於
て
殊R
興
味
あ
る
問
題
は
勞
働
軍
の
遠!'
一
 

征
に
し
て
小
山
君
は
本
書
の
第
五
獅
大
戰
む
支
那
勞
働

\ 

者
に
於
セ
詳
細
な
る
記’述
t
之
に
與
へ
»
國
遼
征
の
勞.

Z 

働
艰
が
ボ
ル
シ
チ
ー
主
義
に
感
染
し
て
歸
來
.せ
る
こ
と 

迄
叙
述
を
進
め
支
那
阈
民
性
匕
ポ
ル
^
ユ
ー
主
義
の
關
し 

係
を
以
て
本
書
.
了
れ
ぅ
。
尤
t
支
那
に
て
は
勞
兵
,
 

三
者
は
常
に
有
無
相®
す
る
が
故
m
撒
嫌
と
じ
て
支
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刊
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就
て
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の
一
班
を
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明
せ
リ
。
蓊
し
支
那
事 

零
說
く
に
方
り
て
本
書
の
如
ぐ̂

^
周
到
#
料
豐
宮
. 

に
じ
て
記
實
班
_

な
る
-も
の
ほ
他
に
#

易
に
之
を
求
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難
が
な
可
し
。
強
：て
難
を
：云
ば- S

次
繁
_
に
.瓦
り
學 

究
的
に
過
ぎ
穴
6

’
章
の
.區
別
は
心
架
な
れ
ざ
節
の
細 

分
-は
餘
k
に
忠
實
に
研
究
勞
作
の
跡
を
公
表
せh
と
云 

ふ
可
し
。.兎
に
角
本
#

t
云
ひ
旣
刊
の『

支
那
の
政
黨』 

ビ
云
ひ『

績
支
那
.硏
究
叢
書』

の
編
輯
者
が
忠
實
な
：る
硏 

究
者
'の
手
に
之
を
‘託
し
得
れ
る
は
眞
に
喜
ぶ
可
し
。
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錢
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右
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め
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大
膽
な
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論
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を
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す
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風
で
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あ‘る
田
中(
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士
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な
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新
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會
生
義
に
至
ク
で.
は
、
社
會
苹
命
論
に
し
て
、，'
祖
國
ょ 

り
放
逐
せ
ら
れ
て
、
國
外
に
流
蹲
せ
る0
命
者
の
_

說 

な

俗

ど

相

容

れ

ず

、
常
に
快
S々
し
て
樂
ま
ざ
り 

■
し
不
平
家
0.
所
論
な
り
、
身p

1

定
’の
職
業
な
く
、
唯
だ 

徒
ら
^
局
外
ょ
り
«:
*
界
^
批
評
を
*

へ
て
、
以
て
高 

し
ビ
せ
る

不

皮

游

民
；：

の

意

見

なb
j

ビ
の
說
を
作
ぜ
卜 

ハ「

改
造」

第
一
嗆
第
W
就)

。
吾
人
は
マ
ル
ク
ス
全
盛
の 

社
會
に
於
て
、
此
の.
忌
憚
な
き
|1
倒
を
彼
れ
の
社
&
主 

義
R
加
へ
た
る|1
士
の
意
氣
を
壯
と
す
るビ

共
に
、
ft 

の»

の
言
を
以
て
、
，.獨
斷
に
し
て
放
縱
な
る
感
情
的
靡 

t

ビ
し
て
之
を
.排
乐
する

に
蹰
踏
せ
ざ

る

も
の
な

Kv 
o
». 

.

然
れ
ど
も
吾
人
は
：マ
.
ル
クX

が
歷
史
®
學

を

說

ぐ

に

.
當 

り
、
人
間
ft
會
の
迤
步
の
上
：に
作
用
す
る
精
神
的
要
素 

の
作
用
を
阐
却
す
る
とビ
餘
&
に
甚
し
き
に
過
ぎ
た
る

の

事

實

を

認

め
て
、「

マ：
ル

ク
ス
ば
tt
會
主

義

に

魂

を
入」 

る 

> 
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(
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第

二

號I

玉
八

し
や
經
濟
史
上
に.
貢
献
し
た
る
彼
れ
の
，功
續
を
承
認
し 

■

人
心
鑛
動
家e
t,
:

t :
、
-其
の
偉
大
な
る
感
化
を
知
悉
ず 

る
€
同
晚
^
、’
純
疋
經
濟
學
に
對
す
る
：彼
れ
が
特
殊
の 

貢
献
を
尊
重
す§
 
Vビ
：大
な
ら
ざ
る4
0
の
な
^N

。
.更
ら 

|

に
又
た
彼
れ
の
名
が
過
去
凡
そ

|

世
代
以
上
i-
tw-
c
s
て 

I

1
1會
キ
義
的
思
想
を
代
表
し
て
立
つ
の
舰
ぁ
り
し
を
雜 

む
る
と
共
に
、
今
ゃ
彼
れ
の

「

資
本
論」

が
旣
妃
舭
會
主 

I 
.
幾
者
に
取
b.

て.
其
の
舊
約
全
寄
た
る
の
，地
位
^
降
れ
る 

の
事
實
を
も
承
認
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
遮
莫
吾
v

の 

’
書
を
以
て
A
Fr
f

の
經
濟
生
活
史
上
化
絕
大
な
る
影
響
を 

潇
し
た
る
一
大
紀
念
碑VJ

し
て
、
永
ぐ
永
く
之
れ
を
仰 

視
せ
ん
ど
す
ん
も
の
な
り
。
吾
人
は
此
の
點
に
於
て
、

一.
社
會
批
評
家VJ

し
て
の
立
脚
地
が
マ
ル
ク
ス
派
の
そ
れ 

ょ
り
遠
；ぐ
隔
れ
る
を
自
ら
想
像
し
つ
、
あ
る
生
田
長
江 

氏
が
、

「
半
ば
氣
味
.惡
く
も
、
年
ば
武
者
震
ひ
し
な
が
ら

ビ
I

れ
た
I

?
じと觀るに於て阿部も

」

本著を全課するの大囊

I

手せる

I

ぶ

1

の
，な
6

。
‘(

本
書
譯
者
序
文
八
頁)

。

§m
s

w
m
b

:'
つ
資
本
論」

邦
！|:の
諸
計
書
に
就
き
て
は
福
田
钺
士
卜
の 

..
物
語
る
所
、
詳
か:«
;

^
國
民
經
濟
雜
誌
所
載
、
マ
ル
ク 

:
ス
全
集
內
容»

說
«

«
丄
A.
®
 

而
し
て
夙
に
出
づ
可 

く
し
て
出
で
ざ
り
し
興
の
部
_

が
最
近
に
至6
俄
に
相 

0 $

で
其
の
着
手
を
戽
る
に_

り
し
I理
11
1

は
三
邊
双
® 

之
れ
を
說
明
しV

遺
憾
な
き
が
如
し(「

解
放」

第
七
號)

。 

生
田
庆
の
譯
ば
松
浦
氏
の
！

I
、

既
に
出
で
？
高
畠
氏
め 

譯
、
將.
に
成
ら
ん
と
す.
る
の.
|̂
に
現
れ.
.̂
*̂ 

:而
し
て.
. 

生
田
氏
は
前
K
出
で
た
る
松
沭
氏_

R.
對
し
て
多
大
な 

' -

る
遺
慽
を
感
じ
、
其
の
誤

m

の
一
指
摘
を
行
：ふ
(£
共
U: 

(「

改
造」

第
八
號)

、
後
に
來
る
可
刍
高
畠
氏
譯
に
對
し 

て
は
深
甚
な
る
敬*

を
表
せ
5;(

本
書_

者
序
文
四
頁) 

先
に
進
む
者
は
炎
あ
り
、
高
帛
氏
亦
れ
松
浦
氏
の
譯
夂 

...

を
難
じ
て
之
れ
を「

全
誤
P

ど
做
せ
ら(「

解
放
し
-
第

六 

;

雜)

。
而
し
て
最
近
.の
新
聞
廣
吿
は
松
浦
氏
も
纖
て
自
己 

.

の_

本
第
ニ
卷
に
於
て
、

「

解
«

」
一

篇
を
草
せb

v
j

猶
：
 

ふ
。
雜
誌「

解
放
し
は
其
の
謂
ゆ
る「

マ
ル
ク
ス
出
版
界 

第

十

四

餘(

三o

一：〕

m'
錄新刊紈介

を
勝
倒
す
る
資
本
論
解
說

」
に
於
て
、.
高
畠
氏.
が
^
筆 

の
明
快
簡
潔
を
推*
す
る
と
共
に
、
生
田
氏
の「

»
本 

論」

を
以
て「

冗
®

で
、
厭
咏
た
つ
ぶ
り
な
、
お
ま
け
に 

晦
濉
難
屈」

な
る
も
の
な
りS
記

せ

り(
同
誌
第
二
遜 

第
.
號)

。
松
浦
氏
譯
は
吾
人
未
だ
之
れ
を
繙
く
の
機
を 

得
ず
と
雖
，も
、
生
田氏

！！

に
對
す
る
如
上
の
批
難
に
至 

.

b
て
は
、•
恐
ら
く
此
の
社
會
主
義
の
®
典
の
翻
擇
出
版 

:
を
企
圖
し
た
る
資
本
的
出
版
業
者
の
競
爭
ょ
れ
來
5

た 

,

る
不
當
の
言
な
る
可
し
。
‘
吾
人
は
寧
る
生
田
氏
を
以
て 

「

飜
譯
界
の
權
威
、
兼
ね
て
評
論
家
の
雄

」

/X
り
ビ
レ 

て
椎
薦
丨
、
併
せ
て
、

「

_
文
の
精
緻
明
快
は
云
ふ
ま
で 

も
な
く
、

(

中
略)

、
茁
に
世
人
多
年
の
期
待
を
充
す
に
足 

る
好翻

！！

書」

ミ
做
せ
る
公
平
な
る
第
三
者
た
る
三
田 

•

文
學
記.
者
の
言
：に®

せ
ん
S
す
る
者
な
b
 (

同
認
策
十 

.

ー
卷
第1

號)

。
各
譯
者
は
孰
れ
名
昔
な
、

マ
ル
ク
ス
艺 

共
£ :
;

第

1

版
序
文
九
5

、我
れ
自
ら
の
道
を
行
き
、
人 

々
を
し
て
其
の
心
の
儘̂

言
は
し
む
可
き
も
の
な
り
。

: 

第
二
號
ー
茧
九
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雜
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錄
'
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-

新
刊
亂
介

-

殘
忍
な.
る
-|
階

級

歸

争

」

が

若

し

果

し

て

此

の

* :
を

頹

魔
 

ょ
b
免

れ

しむ
可

き

歡

迎

.す

可

き

進

步

の

働

因

と

し

て 

觀
得
可
く
ん
ば
、
激
烈
な
る

「

出
版.
兢
爭」

も
亦
た
' 
學
 

界
の
不
振
を
救
治
す
る

の
一

灿
ビ

も

稱し

得
可
き

か

o 

:
生
^
庆_

は
原
著
訂
正
第
闼
版
を
底
本̂

し
、
：•
 

英
'

_
本
を
參
照
し
た
る
も

の

な

り

(

|
|者
字
文
卜
丄
^
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而

し
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一
分

冊
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び
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.

「
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載
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て
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著

者
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E
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に

视

利

彥
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の

跋

を

添

へ

た

k
v

跋

文
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の

終

®

位
前
總
理
大

^

伯
撖
寺
内
疋
毅
霞
去
の
ロ」

■

ご
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に

誌

す
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蓋
し
、-

か
の
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僚
政
治
家
死
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此
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象
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た
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な
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た
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薪
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笫
ニ
號

—

'
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|
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氏

が

果

し

て
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田
«

士
0
離
ふ
が
如
く
、
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ナ
の
ド
ク 

ト
ル
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。
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ス
タ
ー
フ
，
• 

•フ
ィ
ッ
シ
ヤ

ー

を

‘想

起

せ

し

む

る

も 

の̂

せ
ば
、
綠
葉
社
主
は
當
さ

.

に
ハ
ム
ブ
ル
グ
の
マ
ィ 

ス
‘ネ
ル
な
ヶ
と
ち
稱
し
得
可
し
。
菸
人
は
»
者
及
び
出 

版
者
が
輕
浮
な
る
動
機
ょ
6

し
て
其
の
事
業

.k :
着

手

せ

丨
 

る
化
非
ざ
る
を
信
ず
るv
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共
に
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其
の
不
撓
な
る
#
力 

に
依
り
て
之
れ
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完
成
せ
ん
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と
を

®

る
や
切
な

b
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橋
誠一

郞

)

洵
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e
n
g
e
r
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言

へ

る
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如
く
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幣
の
镲
然
た
.る
現
象
ば
命
に
於
て
す
ら

m

M
す 

可 

>
說
.明
、を
有
す
る
：
乙

琴

な

ぐ

、又

たK

の
本
.質
及
び
：職
能
の
最
も
彼

.本
鄉

.な
る
.歡
間

®

に
關 

しV

ば
未
だ
一

.

敌
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:寐
す

」

る
こ
と

■な
し
。
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